
☆第５学年「理科」シラバス 

        学習の目標                            年間の学習計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習の方法 

 
 
 
 
 
 
 
 

学習の評価 

 
 
 
 
 
 
 
 

 学習する単元 学習の内容 
 

 

 

 

前

 

 

期

 

 

 

 

50

時

間

 

１ 発芽と成長 

 

 

 

 

２ メダカのたんじょう 

 

 

 

 

 

３ ふりこ 

 

 

 

 

４ 花から実へ 

 

 

５ 天気の変化 

 

○植物を育て，植物の発芽，成長及び

結実の様子を調べ，植物の発芽，成

長及び結実とその条件についての考

えをもつようにします。 

 

○魚を育て，卵の変化の様子を調べ，

動物の発生や成長についての考えを

もつようにします。また，顕微鏡を使っ

てプランクトンを見ることができるように

します。 

 

○糸の長さやおもりの重さなどの条件を

変えて振り子が１往復する時間を調

べ，物の動きの規則性についての考

えをもつようにします。 

 

○植物の発生と成長の単元と同じで

す。 

 

○晴れた日と曇りや雨の日の雲を観察

したり，映像などの情報を活用したりし

て，天気の変化の仕方についての考

えをもつようにします。 

 

 

 

 

 

後

 

 

期

 

 

 

 

55

時

間

 

６ 流れる水のはたらき 

 

 

 

 

 

７ 電磁石のはたらき 

 

 

 

８ 人の誕生 

 

 

 

９ もののとけ方 

 

 

 

 

○地面を流れる水や川の様子を観察

し，流れる水の速さや量による働きの

違いを調べ，流れる水の働きと土地の

変化の関係についての考えをもつよう

にします。 

 

○電磁石の導線に電流を流し，電磁石

の強さの変化を調べ，電流の働きに

ついての考えをもつようにします。 

 

○ヒトは受精卵が母親の体内で育って

から生まれることをとらえることができる

ようにします。 

 

○ものを水に溶かし，水の温度や量に

よる溶け方の違いを調べ，ものの溶け

方の規則性についての考えをもつよう

にします。 

 

理科では次の観点で評価します。 

①「自然を意欲的に追究し，見い出したことを生活

に生かそうとする。」 

→【観察・実験・ものづくりの態度，ﾉｰﾄの記録，

発言の様子，学習用具の準備など】 

②「自然事象の変化とその要因との関係に問題を

見つけ，量的変化や時間的変化をとらえ，問題

を解決する。」 

→【ﾉｰﾄの記録，発言の様子，ﾃｽﾄなど】 

③「問題解決に適した方法を工夫して観察・実験

やものづくりを行い，その過程や結果を的確に

表現する。」 

→【観察・実験・ものづくりの様子，ﾉｰﾄの記録，

実験器具の扱い，ﾃｽﾄなど】 

④「自然事象を理解している。」 

→【発言やﾉｰﾄの内容，ﾃｽﾄなど】 

○植物の発芽から結実までの過程，動物の発生や

成長などをそれらにかかわる条件に目を向けなが

ら調べ，見いだした問題を計画的に追究する過

程を通して，生命を尊重する態度を育てるととも

に，生命の連続性についての見方や考え方を養

います。 

○ものの溶け方，振り子の動きの変化，電磁石の

働きや変化をそれらにかかわる条件に目を向け

ながら調べ，見いだした問題を計画的に追究した

りものづくりをしたりする活動を通して，ものの変化

の規則性についての見方や考え方を養います。 

○天気の変化や流水の様子を時間や水量，自然

災害などに目を向けながら調べ，見いだした問題

を計画的に追求する活動を通して，気象現象や

流水の働きの規則性についての見方や考え方を

養います。 

○見通しをもって問題解決活動ができるように「予想を

立て，話し合いをし，実験を計画し，実際に検証し結

果を考察する」問題解決の場面を多くとり入れて学習

を進めます。 

○写真や映像，データ放送などの情報を提示したり

するなどして児童が興味関心を持って学習活動に

取り組めるような場面を設定します。 


